
　わたくしどもBenesse教育研究開発センターは、幼児から大学生・社会人まで、
また、その保護者、教師・学校など、幅広い範囲を対象に、よりよい生活や教育
のあり方を追究することを目的として調査研究を行っております。 
 
　さて、このたびご報告いたします「放課後の生活時間調査」は、小学生・中学
生・高校生の時間の使い方や時間に関する意識を把握することを目的とし、2008
年 11月に実施いたしました。今回の調査には、全国の小学5年生から高校2年
生までの、およそ8,000人の方々にご協力をいただきました。子どもの生活時間
に焦点をあてた大規模な調査は、これまでほとんど行われていないため、本調査
からとらえられる子どもの生活時間の実態は、今後の子どもの生活を考えるため
の土台になることと思います。 
 
　今回の調査設計・分析にあたりましては、千葉大学・明石要一先生、中央大
学・都筑学先生、東京大学・佐藤香先生、首都大学東京・西島央先生に多大なる
お力添えをいただきました。また、今回の調査にご協力くださった多くの児童・
生徒の皆様に対して、この場を借りて厚く御礼を申し上げます。 
 
　今回の調査結果には、子どもの平日24時間のすごし方や、時間に関する意識
をとらえることができるデータがたくさん詰まっています。こうしたデータが、
先生、保護者、教育関係者の皆様方の実践・研究のお役に立つことができました
ら幸いです。 
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